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広島県の積雪地帯におけるクマタカの採餌場所としての 
伐採跡地の植生
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The Vegetation at Foraging Habitat for the Mountain Hawk-eagle Nisaetus nipalensis 

 in a Snowy Area of Hiroshima Prefecture
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Abstract：The vegetation of foraging habitat for the Mountain Hawk-eagle Nisaetus nipalensis was investigated 

at the felling site on Mt.Tatami of Kitahiroshima-cho. It was observed that Lepus brachyurus, the food species 

of S. nipalensis, uses both foraging habitat and sasa community. It became clear that the felling site of a broad-

leaved deciduous forest in Kitahiroshima-cho functions as foraging habitat of L. brachyurus in temporal, so that it 

functions as foraging habitat for S. nipalensis for few years.

はじめに

クマタカ Nisaetus nipalensis は日本，中国南部，ヒマラヤ，インド半島，スリランカに分布する森林性の猛禽で

ある（森岡ほか 1995）．国内では北海道，本州，四国，九州に留鳥として繁殖し（日本鳥学会 2012），広島県内

には沿岸部から山間部にかけて，広葉樹林を中心に広く生息している（広島県 2012）．全国的にも個体数が少な

く減少傾向にあるので，絶滅のおそれのある野生動植物の保存に関する法律で国内希少野生動植物種として，また，

環境省により絶滅危惧 IB 類（EN）に選定されている（環境省 2012）．

近年，クマタカの繁殖成功率が減少傾向にあり．その原因として，植林木の生長により採餌場所として利用困

難となることがあげられている（飯田ほか 2007）．同様に，イヌワシ Aquila crysaetos でも北上山地における繁殖

成功率の低下が報告され，その原因として，採餌環境として好適な 101 年生以上の落葉広葉樹老令林，10 年生以

下の幼令人工林，5 年生以下の広葉樹林や放牧採草地を含む低木草地などの面積の減少をあげている（由井ほか 

2005）．筆者らは，クマタカの採餌場所としての伐採跡地において，クマタカの採餌行動を観察し，さらに，クマ

タカの餌となるニホンノウサギ Lepus brachyurus の生息密度と植生について調査したので報告する．

調査地

調査地の畳山は広島県北西部の山県郡北広島町に位置し，標高は 600 〜 800m，年平均気温は 12℃，年間降水

量は 2,000mm，積雪は 1m に達する．周辺には落葉広葉樹林が広がっており，山頂部にはブナ Fagus crenata　が

見られる（図 1）．

調査を行った伐採跡地は 2006 年から 2007 年にかけてパルプ材として伐採された場所である．
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方法

1. クマタカの出現と採餌行動の観察

クマタカの観察は 1 ヶ所の定点を設け，双眼鏡と望遠鏡による直接観察法により行った．調査地上空にクマ

タカが出現した場合，採餌行動を含むすべての行動を，国土地理院刊行 1:25,000 地形図上に記録した．調査は

2009 年 7 月 4 日と 7 月 12 日に行った．

2. ニホンノウサギの生息状況と餌植物量

ニホンノウサギの生息状況を把握するため，10m × 10m の方形区を 3 ヶ所設置し，方形区内に出現した糞塊を

計数した．また，ニホンノウサギが利用した植物種を把握するため，方形区内に残された食痕数を計測した．食痕

が確認された木本については，萌芽枝数を計数した．さらに，ニホンノウサギの餌植物量を把握するため，同方形

区において Braun-Blanquet（1964）による全推定法に基づき植生調査を行った．調査は 2009 年 9 月 6 日に行った．

結果

1. クマタカの出現と採餌行動

7 月 4 日の調査では，12：20 に畳山の西側に位置する阿佐山から畳山の伐採地に滑空して移動してきた．14：

00 に畳山の伐採地の南側を低く飛翔して，14：02 に伐採地の北側にある低木に止まって探餌した．14：23 に止

まっていた低木から地上に向けて飛び込んだ．潅木に隠れたため，クマタカの様子は観察できなかったが，観察終

了時間まで飛び上がらなかった．

7 月 12 日の調査では，14：32 に畳山の上空にクマタカが出現し，2 回ほど旋回して 14：34 に伐採地に急降

下して姿が消えた．15：40 に畳山の伐採地上空を旋回して上昇し，西側の阿佐山方面に滑空して消失した．

2. ニホンノウサギの生息状況と餌植物量

各地点で確認されたニホンノウサギの糞塊数を表 1 に示す．ニホンノウサギの糞塊は St.1 で最も多く，13 糞塊

が確認された．

ニホンノウサギの食痕が確認された植物種を表 2 に示す．食痕が多く確認された植物はコアジサイ Hydrangea 

hirta，ハウチワカエデ Acer japonicum，コバノガマズミ Viburnum erosum var. punctatum，ミヤマガマズミ

図 1　調査地
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表 1　各地点で確認されたニホンノウサギの糞塊数

表 3　各地点における階層の高さと植被率

表 2　ニホンノウサギの食痕が確認された植物種
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表 4　各地点における出現種の被度と群度
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Viburnum wrightii であった．食痕が確認された植物は切株から萌芽しているものが多く，萌芽枝数は多いもので

24 本であった．

各地点における階層の高さと植被率を表 3 に示す．また，植生調査の結果を表 4 に示す．調査を行った伐採跡

地は高さ 40 〜 50cm のササ属の一種が優占し，1m 程度のミズナラ，ハウチワカエデ，リョウブなどが点在して

いた．

考察

ニホンノウサギの糞塊が多く確認されたのは，St.1 と St.3 であり，食痕が多く確認されたのは St.2 であった．

各地点の植生を見ると，St.1 と St.3 では高さ 40 〜 50cm の草本層 II の植被率が 80 〜 90% であったのに対し，

St.2 では草本層 II の植被率が 50% であった．St.1 と St.3 の草本層 II は，ササ属の一種が優占し，イヌツゲ Ilex 

crenata とリョウブ Clethra barbinervis が 1 〜 10% の被度を占めているものの，その他の植物の被度は 1％未満で

あった．一方，St.2 の草本層 II は，ササ属の一種のほかに，イヌツゲ，ミヤマガマズミ，コバノガマズミ，クロ

モジ Lindera umbellata，コアジサイが 1 〜 10% の被度を占めていた．このことから，ニホンノウサギはササ属の

一種が優占する場所と，餌となる植物が生育する場所の両方を利用していることが明らかになった．

本調査でニホンノウサギの食痕が確認されたコアジサイ，ハウチワカエデはブナクラスの標徴種であり，ミヤマ

ガマズミ，コバノガマズミはコナラ - ミズナラオーダーの標徴種である（宮脇ほか 1994）．北広島町の標高 750

〜 800m 以上の場所は冷温帯域に属するため，落葉広葉樹林の伐採跡地は，これらの種が生育している可能性が

高く，ニホンノウサギの採餌場所として機能していると考えられる．石間ほか（2007）は，間伐によりニホンノ

ウサギの餌となる萌芽枝が増加すると，ニホンノウサギの利用頻度は増加するが，その後，萌芽枝の生長に伴い，

利用可能な植物量が減少すると，ニホンノウサギの利用頻度も減少することを報告している．このため，クマタカ

は伐採跡地を採餌場所として一時的に利用することは可能であるが，長期にわたり同じ場所を利用することは困難

であると考えられる．
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摘要

1．クマタカの採餌場所としての伐採跡地について評価するため，北広島町の畳山の伐採跡地においてクマタカの

採餌行動および餌植物量について調査した．

2．ニホンノウサギは伐採跡地の中で，ササ属の一種が優占する場所と，餌となる植物が生育する場所の両方を利

用していることが明らかになった．

3．北広島町の冷温帯域における落葉広葉樹林の伐採跡地は，伐採後，数年間はニホンノウサギの採餌場所として

機能していると考察された．
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図版 1

A：ニホンノウサギの糞塊 2009 年 9 月 6 日
B：ニホンノウサギの糞塊 2009 年 9 月 6 日
C：リョウブの食痕 2009 年 9 月 6 日
D：アオハダの食痕 2009 年 9 月 6 日
E：ミヤマガマズミの食痕 2009 年 9 月 6 日
F：コアジサイの食痕 2009 年 9 月 6 日
G：ハウチワカエデの食痕 2009 年 9 月 6 日
H：クマイチゴの食痕 2009 年 9 月 6 日




